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■ まえがき

 

　ご閲読ありがとうございます。本ファイルは私家版『トゥッティフルッティ』無料のお試し読み部分ですが、作品冒頭ではなく、第一章「恋には犠牲がつきもの」【２】のみの掲載となります。全体をお読みになりたい方は書籍をお買い求めください。

 

【委託販売】

　架空ストア　様（通販商品ページ）

　居留守文庫　様（店頭販売のみ）

　書肆鯖　　　様（通販）

 

　どうぞよろしくお願いいたします。

 

 


ⅰ　恋には犠牲がつきもの【２】


Love will have its sacrifices.



 

　宣伝に船を描いたなら、会場は水辺。我が家と竹井家のあるマンション双方を含むエリアにアピールしたからには、当て嵌まる場所は一つだけ。果菜かなは手芸サークルに顔を出すというので、一人で夢遊病者のアジトを探しに行った。

　薄曇りの河川敷には船を模した形のテントが出現していた。空中ブランコや猛獣の曲芸は無理でも、ちょっとしたパフォーマンスは可能だろう。他に、備品の保管庫らしきものや仮設トイレ、更に飲み物の自動販売機とゴミ箱があって、川には城の掘を巡るような日除け舟が二、三艘、係留されていた……が、妙な按配。関係者と思おぼしい青年が、トレンチコート姿の刑事らしき人物に質問されている。数人の野次馬が遠巻きに眺めているので、わたしも適当な距離を置いて成り行きを見守った。

　警察官が去ると傍観者もパラパラと散っていった。動物を模したコスチュームでヒョウ柄のようだが、着ぐるみとは違う。彼はこちらに近づきながら上半身の羽織り物を脱いで手に提げた。タンクトップの上にサスペンダー、それが豹の下半身を腰の辺りに留とどめている。揺れる長い尻尾。髪は金と茶の斑まだらで、額ひたいに垂れるのを煩うるさそうに掻き上げている。右目を覆う眼帯アイパッチ。左手の中指には大きな赤い石の嵌った、いかついゴールドのリング。物置の戸を開け、上着をハンガーに掛けると、咥えタバコでエアーマットを二枚抱えて近づいてきた。煙は出ていない。彼はわたしの前で無造作にマットを放り、横になった。もう一つを使えという意味か。制服でもあり、寝そべる気はしなかったが、厚意に甘えて腰を下ろした。ベロアの豹のロングパンツのポケットからタバコの包みを出して勧めてきた……と思ったら、シガレットチョコ。輸入物だ。

「今日は暖あったかいねぇ」

　わたしは黙って包み紙を毟むしり、チョコレートの先端を齧った。何だろう、この距離の詰め方は。こちらまで初対面ではないような錯覚に陥ってしまう。兄の知人だろうか。

「もうちょっと早く始めりゃ桜が咲いてて、いい感じだったろうに」

　相手になるべきか迷っていると、彼は自分が発した言葉を嘲る調子で、

「違うか。始まってない。中止」

「どうして？」

「責任者がトンズラこいたから」

　彼は心持ち上体を浮かせ、 巻 紙 ローリングペーパーを一気に剥がして細長いチョコをポリポリ食べると、

「金カネだの書類だの、みんな持ってバックレやがった。どうすっかなぁ。癪だけどムカつく兄貴どもの商売手伝って小銭稼ぐしかないか」

　愚痴を零しても、さほど悲壮感はない。裏切りの予兆があって心の準備ができていたのか、あるいはどんな状況でも楽しんでしまえる強靭な精神の持ち主なのか。

「そもそも何の興行？」

　指にチョコレートがついた。片手で鞄を漁ってウェットティッシュを出し、暇を持て余した軽業師のような青年にも進呈したが、彼は手ではなく額や頬を拭くと、そのまま顔を覆い、またマットに頭を載せて胸の上で指を組んだ。おかしなヤツだ。興が乗ったので、その辺のシロツメクサを摘み、毟り取った偽タバコの包み紙を紙縒こよりにして束ね、喉元に添えてやった。

「かたじけない。まあ、覗き﹅﹅から﹅﹅くり﹅﹅やら手品やら、催眠術やら……ね」

　素っ気ない口振りだが、建物ハコは立派だし、宣伝にも金をかけたのではないか。

「曲乗りとか、やらないの？」

　初対面で、しかも十歳は年上に見える相手に敬語抜きで話しかけている。彼にはそれが許される気安さを覚えていた。

「これでも運動神経はいい」

　やおら起き上がって逆立ちした。指先で雑草の生えた地面を掴むようにして、ゆっくりと脚を空中に伸ばす。たっぷり五秒は片手倒立の姿勢を保っていたろうか。豹の尻尾が揺れる。わたしは小さく拍手した。彼は乱れた髪を払ってマットに胡坐あぐらを掻いた。

「あまり褒められてる感じがしない」

「すみません、表情が乏しくて」

　彼はわたしのブレザーを一瞥して、

「大人ぶってる風だけど、まだ中学生だろう。あそこの女子校か。帰宅部とは優雅なご身分だな」

「まあね。ワインボトルを並べた上を平均台みたいに歩ける？」

　以前見た曲芸の写真を思い出して訊ねると、

「もちろん」

「へぇ。凄い」

　相槌を打ちながら、わたしは彼の首を見つめていた。細くしなやかな肉体の中で特に張りのある、うっすら汗ばんだ筋を指差して、

「ここ、何て言うの？」

「胸鎖きょうさ乳突筋にゅうとつきん」

　怒張した血管。舌なめずりしたり生唾を飲み込んだりしないよう自制したが、どうしても目が離せなかった。剃刀で縦にシュッと一文字に切り裂くか、あるいは鉤爪状の凶器で穴を開けてやるか……。とはいえ、当然ながら体格も腕力でも圧倒的に不利。都合のいい形勢に持ち込むのは至難の業だ。

　わたしの後ろ暗い企みを打ち砕くように「トッカータとフーガ‐ニ短調」が、けたたましく鳴り響いた。

「おっと、失礼」

　彼は物置まで軽やかに走っていった。ハンガーに掛けた豹のパーカーのポケットから携帯ケー電話タイを引っ張り出して応答する。頭を掻いたり、しゃがんだり。長くなりそうなので、黙って帰ることにした。散らかった紙屑や質素な花束を、彼が寝ていたエアーマットに載せ、スカートの埃を払って河川敷を後にした。

　チョコレートが喉に貼りついた感覚。咳払いしても絡まって取れない。飲み物で洗い流そうか。だが、本当に欲しいのは水分ではなかった。

　彼の名前を訊かなかった。こちらも名乗っていないから、お互いさまだが。悶々としたまま前を見据えて歩く。あの首が気にかかる。

「私のほしいものとは、なにとぞお命じくださいますやう、今すぐこゝへ、銀の大皿にのせて……」

　戯曲の一節をブツブツ暗誦する。あの逞しい首筋。顔立ちもまあまあだったが、半分近く隠れていた。首斬役人に刀を振るわせる前に、むさくるしい髪を整えた方がいい。眼帯はどうしよう。外したらポッカリ暗い穴が開いているのか。それとも義眼がわたしを睨むだろうか。眼球はいっそ一顆の宝石が望ましい。薄い瞼を捲れば零れ落ちそうで、慌てて口を近づけると、ほんの少し蕩とろけていて、差し伸べた舌の先が吸いついてしまう。うっとりする甘さの後から追いかけてくる、刺すような酸味と塩味えんみ……。

　興奮し過ぎて鼻息が荒くなり、胸も苦しく、下半身には卑猥なむず痒さがあって、立っているのも辛かった。いつの間にか学校の方向へ戻ろうとしていたらしい。果菜が他の生徒と喋りながら近づいてくるのが見えた。同伴者が別れを告げて角を曲がると、彼女が駆け寄ってきた。

「忘れ物？」

「ううん」

　お茶でも飲みに行こうと言う、はしゃぎ気味の彼女が鬱陶しかったが、邪険に突き放せなかった。とはいえ、肩を並べて仲良くしたいわけでもなく、例えば等身大のぬいぐるみを抱き竦め、噛みついて爪を立て、破けるなり腕がもげるなり、決定的なダメージを与える寸前で手を緩める、そんな残酷な遊びに興じたい気分だった。ヒョウ柄の軽業師に向けた衝動を、遥かに華奢で非力な彼女に転嫁しようとしているのだ。

「みどりちゃん、具合悪そう」

「貧血、かな」

「ウチの方が近いから、来て、少し休む？」

「ありがとう。でも、タクシーで帰る」

　一つ外の通りへ出ると車はすぐ捕まった。遠慮がちな果菜の手を引っ張って後部座席に乗り込み、まず竹井家のあるマンションへ向かってもらった。時間は短い。わたしは極力不自然に見えないよう、策を弄した。鞄から化粧ポーチを出してファスナーを開け、コンパクトを取って床に落とし、拾うために身を屈めた。

「大丈夫？」

「うん」

　果菜は親切に手伝おうとして、わたしと同じように下を向いた。そこでルームミラーの死角になったのをいいことに——こうして鏡に映っているようじゃ、まだまだだ。人智を超えて人外になるには——などと半人前以下の我が身を呪いつつ、片手で彼女の顎を支えて素早く唇を奪った。嫌な予感はしていたが、口移しにねっとりしたリップグロスのお裾分けをいただいて、げんなりした。

　再びシートに腰を落ち着けると、果菜は背筋を伸ばして硬直していた。精一杯見開いた眼。張りつめた頬。喚いたり暴れたりしなかったのは上出来。彼女はぎこちない別れの挨拶もそこそこに降車してエントランスへ走っていった。次に会ったとき、わたしを避けるようならそれまでだが、態度が変わらなければしめたもの。

　調子に乗るなと兄に釘を刺されそうだ。ご心配なく。あれは暇潰し用のオモチャ。ただ、少々カスタマイズが必要なので……。

 

 

 

 


※四百字詰め原稿用紙 十枚弱（／一五六枚）相当




◆『トゥッティフルッティ』書籍版に続く
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著者　　　深川夏眠

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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